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関
西
大
学
国
文
学
会
彙
報

一
、
令
和
元
年
度
関
西
大
学
国
語
国
文
学
専
修
年
間
行
事
（
一
部
予
定
）

令
和
元
年
5
月
23
日
㈭　

 
二
年
次
生
飛
鳥
臨
地
研
修 

　
　
　
　

7
月
20
日
㈯　

第
一
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
後
掲
）

　
　
　
　

10
月
16
日
㈬
～
17
日
㈭　

三
年
次
生
宿
泊
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
於 

飛
鳥
文
化
研
究
所
）

　
　
　
　

11
月
28
日
㈭　

院
生
合
同
学
術
研
究
大
会

　
　
　
　

12
月
21
日
㈯　

第
二
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
お
よ
び
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
登
教
授
古
稀
記
念
特
別
講
演
会
（
後
掲
）

令
和
2
年
1
月
25
日
㈯　

第
一
回
プ
レ
・
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

3
月
14
日
㈯　

第
二
回
プ
レ
・
ス
テ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
　
　
　

3
月
23
日
㈯　

新
二
年
次
生
対
象
専
修
別
履
修
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
国
文
学
会
主
催
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
併
催
）

二
、
関
西
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会

◇
第
一
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会

日　
　

時　

令
和
元
年
七
月
二
十
日
㈯
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

会　
　

場　

文
学
部
第
一
学
舎　

第
五
号
館 

Ｅ
棟 

四
○
二
教
室

研
究
発
表

　

�「
小
堀
政
一
（
遠
州
）
作
『
辛
酉
紀
行
』
諸
本
に
つ
い
て
」

�

本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程　

藤
原
み
ず
き

　
「
筒
井
康
隆
「
虚
人
た
ち
」
論
―
対
立
存
在
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
―
」

�

本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程　

松
山　

哲
士

　
「
石
川
淳
『
六
道
遊
行
』
論
―
〈
歴
史
〉
認
識
を
め
ぐ
っ
て
―｣    

�

本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程　

吉
田　

拓
也

　
「『
虎
明
本
狂
言
』
と
『
狂
言
六
義
』
に
お
け
る
行
為
要
求
表
現
の
対
照

　
　

―
脇
狂
言
之
類
・
女
狂
言
之
類
に
つ
い
て
―
」

�

本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程　

八
坂　

尚
美

　
「
理
義
字
と
世
話
字
」

�

本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程　

山
口　

翔
平
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◇
第
二
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会

日　
　

時　

令
和
元
年
十
二
月
二
十
一
日
㈯
午
後
一
時
三
十
分
よ
り

会　
　

場　

文
学
部
第
一
学
舎 

第
一
号
館　

Ａ
棟　

三
○
一
会
議
室

研
究
発
表

　
「
伝
西
行
筆
私
家
集
の
筆
者

　
　

�

―
『
一
条
摂
政
御
集
』・
枡
形
本
『
曾
丹
集
』・『
出
羽
弁
集
』
を

中
心
に
―
」

�

本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程　

阿
部　

彩
乃

　
「
川
端
康
成
「
虹
い
く
た
び
」
論

　
　

―
〈
生
〉
の
希
求
／
彷
徨
の
物
語
と
し
て
―
」

�

本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程　

辻　
　

秀
平

　
「
好
悪
表
現
の
対
象
を
示
す
ヲ
が
用
い
ら
れ
や
す
い
構
文
条
件
」

�

本
学
大
学
院
博
士
課
程
前
期
課
程　

池
田　

尋
斗

　
「
多
義
語
の
書
き
分
け
と
そ
の
定
着
―
動
詞
「
さ
す
」
を
例
に
―
」

�

本
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
課
程　

山
口　

翔
平

講　
　

演

　

｢

古
筆
研
究
の
思
い
出｣     �

本
学
教
授　

田
中　
　

登

三
、
関
西
大
学
国
文
学
会
研
究
発
表
会 

発
表
要
旨

　

な
お
、
成
稿
し
、
本
号
に
掲
載
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
省
略
し
た
。

◇
第
一
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
七
月
二
十
日
）

研
究
発
表

「
小
堀
政
一
（
遠
州
）
作
『
辛
酉
紀
行
』
諸
本
に
つ
い
て
」

�

藤
原
み
ず
き

『
辛
酉
紀
行
』
は
茶
道
流
派
・
遠
州
流
に
お
い
て
、
流
祖
で
あ
る
小
堀

政
一
（
一
五
七
九
～
一
六
四
七
）（
以
下
、
遠
州
と
称
す
る
）
が
著
作
し

た
紀
行
文
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
遠
州
の
自
筆
本
が
現
存
す
る
作
品
と
し
て

伝
え
ら
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
、定
家
様
で
書
写
さ
れ
た
『
辛
酉
紀
行
』

諸
本
に
つ
い
て
、
そ
れ
ら
の
本
文
異
同
を
根
拠
と
し
て
、
成
立
過
程
を
考

察
し
た
。

現
存
す
る
『
辛
酉
紀
行
』
諸
本
に
は
、
遠
州
の
自
筆
本
で
あ
る
と
指
摘

さ
れ
る
諸
本
が
幾
つ
か
存
在
す
る
。
そ
れ
ら
の
諸
本
が
遠
州
自
筆
本
で
あ

る
と
指
摘
さ
れ
る
根
拠
は
、
定
家
様
で
書
写
さ
れ
て
い
る
だ
っ
た
。
遠
州

は
定
家
様
の
上
手
と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
茶
道
具
の
箱
書
な
ど
、
定
家
様

を
用
い
て
い
る
。
ま
た
遠
州
の
定
家
様
は
、
遠
州
の
息
子
た
ち
や
遠
州
流
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代
々
の
家
元
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
い
る
。
遠
州
流
に
お
い
て
流
祖
で
あ

る
遠
州
の
権
威
を
象
徴
す
る
書
風
と
し
て
、
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
う
か
が
え
る
。つ
ま
り
定
家
様
で
書
写
さ
れ
た
テ
ク
ス
ト
が
存
在
す
る
、

さ
ら
に
は
流
祖
の
著
作
た
る
『
辛
酉
紀
行
』
は
、
遠
州
流
に
と
っ
て
重
要

な
テ
ク
ス
ト
と
し
て
伝
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
『
辛
酉
紀
行
』
に
関
す
る
研
究
を
辿
る
と
、
定
家
様
で
書
写
さ
れ

た
『
辛
酉
紀
行
』
諸
本
の
中
で
も
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る
伝
本
と
し
て
、

鴻
池
家
本
と
益
田
家
本
が
あ
る
。
鴻
池
家
本
・
益
田
家
本
は
遠
州
流
十
二

代
家
元
で
あ
る
小
堀
宗
慶
氏
に
よ
っ
て
、
遠
州
自
筆
本
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
小
堀
氏
は
こ
れ
ら
二
本
に
確
認
で
き
る
本
文
異
同
か
ら
、
鴻

池
家
本
と
益
田
家
本
は
遠
州
に
よ
る
原
本
と
改
稿
本
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
鴻
池
家
本
・
益
田
家
本
の
二
本
の
み
で
考
察
し
て
も
、

そ
れ
ら
二
本
の
成
立
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
。
そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
鴻
池
家
本
・
益
田
家
本
以
外
の
定
家
様
で
書

写
さ
れ
た
諸
本
に
つ
い
て
も
本
文
異
同
を
確
認
し
、
特
に
鴻
池
家
本
・
益

田
家
本
と
異
な
る
本
文
を
持
つ
天
満
堂
本
を
加
え
た
三
本
に
つ
い
て
、
諸

本
成
立
の
過
程
を
提
示
し
た
。
そ
し
て
上
記
三
本
に
確
認
で
き
る
本
文
異

同
か
ら
、
定
家
様
で
書
写
さ
れ
た
『
辛
酉
紀
行
』
伝
本
に
つ
い
て
、
い
ず

れ
も
が
遠
州
の
著
作
し
た
原
本
で
は
な
い
と
指
摘
し
た
。
こ
れ
ま
で
遠
州

が
著
作
し
た
原
本
と
改
稿
本
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
き
た
鴻
池
家
本
と
益

田
家
本
だ
が
、
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
指
摘
す
る
。
遠
州
流
の
流
派
形
成

過
程
に
お
い
て
、
定
家
様
で
書
写
さ
れ
た
写
本
を
遠
州
自
筆
で
あ
る
と
伝

承
し
た
可
能
性
を
含
め
て
指
摘
し
た
。

「
筒
井
康
隆
「
虚
人
た
ち
」
論
―
対
立
存
在
の
受
容
を
め
ぐ
っ
て
―｣

�

松
山　

哲
士

（
本
号
掲
載
）

　
「
石
川
淳
『
六
道
遊
行
』
論
―
〈
歴
史
〉
認
識
を
め
ぐ
っ
て
―｣

�

吉
田　

拓
也

（
本
号
掲
載
）

　
　

�「『
虎
明
本
狂
言
』
と
『
狂
言
六
義
』
に
お
け
る
行
為
要
求
表
現
の

対
照
―
脇
狂
言
之
類
・
女
狂
言
之
類
に
つ
い
て
―
」 �

八
坂　

尚
美

狂
言
は
言
葉
こ
そ
古
い
も
の
の
、
内
容
は
「
コ
ン
ト
」
の
よ
う
な
、
現

代
に
も
通
じ
る
笑
い
を
主
と
し
た
劇
で
あ
る
。
発
表
者
は
江
戸
時
代
初
期

に
成
立
し
た
大
蔵
流
の
『
虎
明
本
狂
言
』・
和
泉
流
の
『
狂
言
六
義
』
２

つ
の
流
派
の
狂
言
台
本
を
見
比
べ
た
と
き
、
や
り
と
り
の
仕
方
に
差
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
に
気
が
付
い
た
。
例
え
ば
「
連
歌
毘
沙
門
」
と
い
う
演
目

に
お
け
る
同
じ
場
面
で
の
虎
明
本
「
先
神
酒
を
く
れ
い
」
と
六
義
の
「
目
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出
た
う
、
神
酒
は
勧
め
ぬ
か
」
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。
た
だ
、
先
行
研
究

に
お
い
て
は
別
々
の
流
派
の
台
本
の
具
体
的
な
セ
リ
フ
の
対
照
研
究
は
ほ

ぼ
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
表
現
の
差
に
つ
い
て
研
究
の
必
要
性
が
あ
る
と
考

え
た
。

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
虎
明
本
で
の
分
類
が
「
脇
狂
言
之
類
」「
女
狂

言
之
類
」
と
な
っ
て
い
る
曲
の
う
ち
、
虎
明
本
と
狂
言
六
義
で
共
通
に
存

在
す
る
曲
の
、
共
通
の
命
令
・
依
頼
の
場
面
で
の
行
為
要
求
表
現
に
お
け

る
具
体
的
な
セ
リ
フ
の
対
照
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
あ
ら
わ
れ
る
行
為
要
求

表
現
を
、
命
令
形
を
用
い
る
直
接
的
な
行
為
要
求
か
、
そ
れ
ら
を
用
い
な

い
間
接
的
な
行
為
要
求
か
と
い
う
観
点
か
ら
分
類
し
た
。

調
査
の
結
果
、
虎
明
本
で
は
ど
の
類
に
お
い
て
も
直
接
的
行
為
要
求
が

9
割
以
上
使
用
さ
れ
て
お
り
、
基
本
的
に
命
令
形
な
ど
を
用
い
は
っ
き
り

と
行
為
要
求
を
述
べ
立
て
る
姿
勢
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
虎
明
本
で

は
直
接
的
な
行
為
要
求
の
運
用
方
法
が
特
に
重
視
さ
れ
て
い
た
と
言
え

る
。
一
方
の
狂
言
六
義
で
は
そ
う
い
っ
た
傾
向
に
な
く
、
特
に
虎
明
本
に

は
見
ら
れ
な
い
形
式
の
婉
曲
的
な
行
為
要
求
が
多
数
使
用
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
台
本
間
の
表
現
傾
向
の
差
が
な
ぜ
生
じ
て
い
る
の

か
、
各
流
派
の
辿
っ
て
き
た
歴
史
を
踏
ま
え
考
察
し
た
。
大
蔵
流
は
武
家

に
よ
る
保
護
、
客
層
も
武
家
と
い
う
背
景
か
ら
、
文
末
の
敬
語
を
重
視
し

た
直
接
的
な
表
現
に
な
る
の
に
対
し
、
和
泉
流
は
尾
張
藩
の
保
護
を
受
け

て
い
た
と
は
い
え
弱
小
で
あ
り
、
観
客
の
身
分
は
武
家
か
ら
庶
民
に
い
た

る
ま
で
上
下
に
わ
た
る
と
い
う
背
景
か
ら
、
敬
語
と
い
う
語
形
以
外
の
部

分
で
も
丁
寧
さ
を
示
す
た
め
婉
曲
的
な
表
現
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
事
情

を
想
定
し
た
。

「
理
義
字
と
世
話
字
」

�

山
口　

翔
平

『
童ど

う

子じ

字じ
づ
く
し尽

安あ
ん

見け
ん

』（1716

年
刊
）
な
ど
に
「
理
義
字
集
」
と
い
う
章

が
あ
り
、
144
項
目
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
理
義
字
」
に
関
す
る
研

究
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
ず
、
ど
う
い
っ
た
意
図
で
、
ど
の
よ
う
に
集

め
ら
れ
た
も
の
か
明
ら
か
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
同
時
代
に
広
く
流
通
し

て
い
た
「
世
話
字
」
な
ど
と
比
較
し
な
が
ら
、「
理
義
字
」
に
つ
い
て
明

ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。

　

W
ikipedia

に
は
「
理
義
字
」
と
い
う
項
目
が
あ
る
が
、2008

年
～

2015

年
ま
で
は
「
同
じ
漢
字
を
2
つ
、
な
い
し
、
3
つ
組
み
合
わ
せ
て

構
成
さ
れ
る
漢
字
」
と
い
う
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
れ
は
記
事
編
集
者
が
「
理
義
字
集
」
の
冒
頭
だ
け
を
見
て
誤
っ
た
解
説

を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
の
「
理
義
字
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
中
心
に
広
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
「
理
義
字
集
」
は
管
見
の
限
り
、『
童
子
字
尽
安
見
』（1716

）、『
年ね

ん

中
じ
ゅ
う
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往お
う

来ら
い

用よ
う

文ぶ
ん

章し
ょ
う』（1787

）
と
『
門も

ん

引ひ
き

節せ
つ

用よ
う

万ば
ん

宝ほ
う

蔵そ
う

』（1798

）、『
早は

や

引び
き

文も

字じ

通つ
う

』（1847
）
に
し
か
見
ら
れ
ず
、『
童
子
字
尽
安
見
』
が
「
理
義
字
集
」

の
最
初
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
構
成
の
順
序
か
ら
見
る
に
、
着
想
に
は
品

字
様
を
収
集
し
た
も
の
が
根
底
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
「
雑
部
」
に
収
め
ら

れ
る
よ
う
な
形
の
面
白
い
字
へ
と
派
生
し
て
い
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ

る
。
後
半
部
の
奇
字
は
文
字
の
収
集
が
雑
多
で
、
画
数
が
多
い
だ
け
の
も

の
な
ど
多
種
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
も
、
後
半
部
は
派
生
的
な
部
分
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
世
話
字
は
近
世
期
に
盛
ん
に
行
わ
れ
た
俗
な
当
て
字
で
あ
る
。

古
屋
彰
に
よ
る
と
、
世
話
字
は
こ
と
ば
の
音
構
成
と
対
応
し
て
い
る
も
の

が
85
％
強
を
し
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
理
義
字
」
の
性
質
と
は
異
な
る
。

し
か
し
、
理
義
字
と
世
話
字
に
は
一
致
す
る
も
の
な
ど
も
見
ら
れ
、『
童

子
字
尽
安
見
』
の
作
者
が
何
ら
か
の
形
で
「
世
話
字
尽
」
を
見
て
い
た
こ

と
が
窺
わ
れ
、
そ
の
対
応
性
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。「
世
話
字
」
と

い
う
、
音
に
漢
字
を
対
応
さ
せ
た
俗
的
な
表
記
法
が
念
頭
に
あ
り
、
そ
れ

に
対
応
す
る
形
で
「
理
義
字
」
と
い
う
語
を
創
出
し
た
も
の
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

◇
第
二
回
国
文
学
会
研
究
発
表
会
（
十
二
月
二
十
一
日
）

研
究
発
表

　
「
伝
西
行
筆
私
家
集
の
筆
者
―
『
一
条
摂
政
御
集
』・
枡
形
本
『
曾
丹

集
』・『
出
羽
弁
集
』
を
中
心
に
―
」�

 

阿
部　

彩
乃

『
一
条
摂
政
御
集
』
は
江
戸
時
代
の
極
め
札
等
で
は
伝
西
行
筆
で
あ
る

と
さ
れ
て
い
る
、
縦
一
三
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
二
・
三
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
の
大
和
綴
じ
の
冊
子
本
で
あ
る
。
ま
た
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫

蔵
の
枡
形
本
『
曾
丹
集
』
は
平
安
中
期
の
歌
人
曾
禰
好
忠
の
家
集
で
、
縦

一
五
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
四
・
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
綴
葉
装
一

帖
で
あ
る
。
同
じ
く
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
『
出
羽
弁
集
』
は
寛
弘
元

年
（
一
〇
〇
四
）
の
閏
九
月
十
一
日
に
左
大
臣
、
藤
原
道
長
に
馬
十
疋
を

献
じ
た
こ
と
も
あ
る
（『
御
堂
関
白
記
』）
出
羽
守
平
季
信
の
娘
で
あ
っ
た

ゆ
え
に
そ
の
称
が
あ
り
、
縦
一
四
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
八
・
五
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
大
和
綴
じ
の
一
帖
で
あ
る
。

先
行
研
究
で
は
、『
一
条
摂
政
御
集
』・
枡
形
本
『
曾
丹
集
』
は
そ
れ
ぞ

れ
、
藤
原
俊
成
の
監
督
の
下
、
数
名
の
書
写
者
ス
タ
ッ
フ
に
よ
っ
て
書
写

さ
れ
た
「
俊
成
監
督
書
写
本
」
で
あ
る
こ
と
が
田
中
登
氏
、
名
児
耶
明
氏

に
よ
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。さ
ら
に
、片
桐
洋
一
氏
、田
中
登
氏
よ
っ
て
、

こ
れ
ら
『
一
条
摂
政
御
集
』・
枡
形
本
『
曾
丹
集
』・『
出
羽
弁
集
』
の
三
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集
の
筆
者
が
同
一
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
筆
跡
の
み
で
書
写
者
を
判
断
す
る
と
い
う
の
は
、
主
観
に
頼

り
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
問
題
点
が
あ
る
。
ま
た
、
書
風
と
い
う

も
の
は
違
う
人
物
に
よ
る
筆
で
あ
っ
て
も
似
通
っ
て
い
く
と
い
う
特
徴
が

あ
り
、
書
写
年
次
の
特
定
を
す
る
の
に
は
有
効
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
筆

者
の
分
類
に
は
適
さ
な
い
と
言
え
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、『
一
条
摂
政
御
集
』・
枡
形
本
『
曾
丹
集
』・『
出

羽
弁
集
』が
同
筆
で
あ
る
と
い
う
先
行
研
究
を
客
観
的
に
裏
付
け
る
た
め
、

筆
跡
以
外
の
三
つ
の
観
点
か
ら
筆
者
を
細
分
化
し
、
合
計
一
九
群
に
分
類

し
た
。
し
か
し
、
一
集
の
書
写
者
が
十
数
名
も
存
在
し
た
と
考
え
る
の
は

現
実
的
で
は
な
い
た
め
、「
俊
成
工
房
な
る
一
つ
の
サ
ロ
ン
の
よ
う
な
中

に
、
複
数
人
が
集
ま
り
、
置
い
て
あ
る
同
じ
筆
や
墨
を
使
用
し
て
書
写
活

動
を
行
っ
た
」
と
い
う
仮
説
を
立
て
、
出
現
す
る
丁
が
多
か
っ
た
四
～
五

群
に
大
別
し
た
。
そ
の
際
、
三
集
す
べ
て
に
共
通
す
る
群
や
、
使
用
し
た

筆
の
み
が
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る
群
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
筆
者
が
複
数
人
い
る
場
合
に
生
じ
る
問
題
と
し
て
、
三
集
の
行

詰
は
不
揃
い
で
、和
歌
も
面
に
よ
っ
て
二
～
三
行
書
き
と
な
っ
て
い
る
が
、

細
分
化
し
た
際
に
、
同
じ
分
類
群
で
あ
っ
て
も
面
に
よ
っ
て
行
詰
や
和
歌

の
行
書
き
が
異
な
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
三
集
の
装
丁
を
確

認
し
、
一
紙
に
対
応
す
る
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
三
集
の
行
詰
や

和
歌
の
行
書
き
、
装
丁
が
親
本
に
忠
実
に
再
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。

　

�「
川
端
康
成
「
虹
い
く
た
び
」
論
―
〈
生
〉
の
希
求
／
彷
徨
の
物
語

と
し
て
―
」　　

�

辻　
　

秀
平

「
虹
い
く
た
び
」
は
、『
婦
人
生
活
』（
同
志
社
刊
）
に
昭
和
二
十
五
年

三
月
か
ら
連
載
さ
れ
た
川
端
康
成
の
長
篇
小
説
で
あ
る
。
本
作
は
従
来
の

川
端
研
究
の
中
で
、
通
俗
的
な
〈
中
間
小
説
〉
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て

お
り
、
先
行
研
究
は
僅
か
し
か
な
い
。

川
端
は
敗
戦
前
後
に
相
次
い
だ
知
己
の
死
を
経
る
中
で
、
人
間
の
生
や

死
の
意
味
を
様
々
に
考
え
、《
現
在
の〈
生
者
〉が
過
去
の〈
死
者
〉を
語
る
》

こ
と
に
対
す
る
問
題
意
識
を
抱
く
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
意
識
の
も
と

で
書
か
れ
た
昭
和
二
十
年
代
前
半
の
川
端
作
品
は
、〈
死
者
〉
の
存
在
の

意
味
や
、〈
生
者
〉
と
〈
死
者
〉
と
の
関
係
性
を
様
々
に
模
索
す
る
よ
う

な
傾
向
が
あ
る
。「
虹
い
く
た
び
」
は
こ
う
し
た
背
景
の
中
で
生
ま
れ
た

作
品
で
あ
り
、〈
生
者
〉
と
〈
死
者
〉
と
の
関
係
性
を
巡
る
、
当
時
の
川

端
の
問
題
意
識
が
表
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
点
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
登
場
人
物
（
＝
〈
生
者
〉）
を
、
過

去
の
〈
死
者
〉
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
観
点
の
も

と
で
三
つ
に
類
型
化
し
た
。
第
一
に
、〈
死
者
〉
の
存
在
や
記
憶
を
忌
避
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す
る
水
原
や
青
木
の
よ
う
な
壮
年
の
父
親
た
ち
、
第
二
に
、〈
死
者
〉
の

記
憶
に
囚
わ
れ
続
け
る
娘
の
百
子
、
そ
し
て
第
三
に
、〈
死
者
〉
の
存
在

に
囚
わ
れ
ず
幸
福
の
中
で
生
き
る
百
子
の
異
母
妹
・
麻
子
や
、
そ
の
友
人

で
あ
る
夏
二
の
よ
う
な
若
者
た
ち
で
あ
る
。

第
一
お
よ
び
第
二
の
類
型
に
含
ま
れ
る
登
場
人
物
は
、〈
死
者
〉
と
の

間
に
わ
だ
か
ま
り
を
有
す
る
と
い
う
共
通
項
が
あ
る
。
壮
年
の
父
親
た
ち

は
他
人
の
子
を
妊
娠
し
た
百
子
を
堕
胎
さ
せ
、
そ
の
責
任
を
〈
死
者
〉
に

転
嫁
す
る
か
の
よ
う
な
言
動
を
と
る
。
ま
た
百
子
は
不
幸
の
ス
パ
イ
ラ
ル

に
陥
っ
て
い
く
。

そ
れ
と
は
対
照
的
に
麻
子
や
夏
二
は
、〈
死
者
〉
と
敢
え
て
関
わ
ろ
う

と
は
せ
ず
、「
生
き
て
ゐ
る
人
の
た
め
」
に
生
き
る
と
い
う
、
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
な
〈
生
〉
の
姿
を
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
〈
生
〉
の
姿
は
百
子

に
と
っ
て
得
難
い
も
の
で
あ
り
、
百
子
は
麻
子
や
夏
二
の
よ
う
な
幸
福
な

〈
生
〉
を
希
求
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
得
ら
れ
な
い
ま
ま
物
語
が
終
わ
る
。

〈
死
者
〉
と
の
間
に
わ
だ
か
ま
り
が
あ
る
〈
生
者
〉
た
ち
は
、
互
い
に

傷
付
け
合
い
な
が
ら
不
幸
へ
と
陥
っ
て
い
く
。
そ
れ
に
対
し
て
、〈
死
者
〉

と
敢
え
て
関
わ
り
を
持
た
な
い
〈
生
者
〉
た
ち
は
、
前
者
と
は
異
な
る
次

元
で
、幸
福
な
〈
生
〉
を
送
る
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
生

き
て
ゐ
る
人
の
た
め
」
に
生
き
る
〈
生
者
〉
の
姿
は
、
如
上
の
問
題
意
識

に
対
す
る
一
つ
の
回
答
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。そ
し
て
、こ
う
し
た〈
生
〉

の
姿
が
描
か
れ
た
こ
と
は
、
以
後
の
川
端
作
品
を
考
え
る
上
で
重
要
な
論

点
を
提
起
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
好
悪
表
現
の
対
象
を
示
す
ヲ
が
用
い
ら
れ
や
す
い
構
文
条
件
」

�
 

池
田　

尋
斗

（
本
号
掲
載
）

「
多
義
語
の
書
き
分
け
と
そ
の
定
着
―
動
詞
「
さ
す
」
を
例
に
―
」

�

山
口　

翔
平

現
在
、多
義
語
は
意
味
に
よ
っ
て
書
き
分
け
る
も
の
が
あ
り
、動
詞
「
さ

す
」
も
意
味
に
よ
っ
て
漢
字
を
使
い
分
け
る
。
し
か
し
、「
さ
す
」
の
漢

字
表
記
の
う
ち
「
差
す
」
と
い
う
表
記
は
一
見
奇
妙
な
使
い
方
が
な
さ
れ

て
い
る
。

動
詞
「
さ
す
」
の
表
記
の
中
で
も
特
に
「
差
す
」
と
い
う
表
記
は
、「
差
」

字
の
意
味
を
顧
み
な
い
運
用
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ふ
つ
う
、
和
語
を
漢
字

で
書
き
あ
ら
わ
す
と
い
う
行
為
は
、
和
語
と
漢
字
の
意
味
が
一
致
し
て
い

る
か
ら
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、「
嫌
気
が
差
す
」「
傘
を
差
す
」
の
よ

う
な
「
差
す
」
は
和
語
「
さ
す
」
と
漢
字
「
差
」
の
意
味
に
関
連
性
が
見

ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
和
語
と
漢
字
と
が
対
応
し
て
い
な
い
こ
と
に

加
え
、「
傘
を
差
す
／
指
を
差
す
／
日
が
差
す
／
魔
が
差
す
」
な
ど
「
差
す
」
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と
い
う
表
記
は
幅
広
い
用
法
で
可
能
で
あ
り
、
意
味
の
共
通
性
を
見
出
し

に
く
い
。
こ
う
い
っ
た
点
、
特
に
意
味
の
共
通
性
が
な
い
様
々
な
用
法
に

用
い
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
他
の
漢
字
表
記
と
は
異
な
る
。

「
さ
す
」
の
表
記
に
つ
い
て
小
型
国
語
辞
典
を
調
査
す
る
と
、
次
の
傾

向
が
導
き
出
さ
れ
た
。〈
①「
鋭
い
物
を
突
き
入
れ
る
」意
味
の
場
合
は「
刺
」

の
み
。
②
「
方
向
・
事
物
を
指
示
す
る
」
意
味
の
場
合
は
「
指
」
優
先
。

③
「
穴
や
隙
間
に
入
れ
る
」
場
合
は
「
挿
」
優
先
だ
が
、「
差
」
も
可
能
。

④
そ
の
他
の
意
味
は
す
べ
て
「
差
」
で
可
能
だ
が
、意
味
に
よ
っ
て
「
射
」

「
注
」「
点
」「
鎖
」
な
ど
も
可
能
。
⑤
慣
用
句
的
で
、
元
の
意
味
を
見
出

し
に
く
い
も
の
は
「
差
」
と
な
り
や
す
い
。〉
こ
の
傾
向
は
お
お
よ
そ
納

得
で
き
る
が
、
辞
書
の
表
記
に
関
す
る
記
述
は
、
仮
名
書
き
を
一
切
考
慮

し
な
い
も
の
で
、
ど
う
い
っ
た
場
合
に
仮
名
書
き
が
使
い
や
す
い
か
は
判

然
と
し
な
か
っ
た
。

明
治
～
昭
和
初
期
の
表
記
を
、『
言
海
』『
大
言
海
』、『
日
本
語
歴
史
コ
ー

パ
ス
（CH

J

）』
を
用
い
て
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
表
記
と
同
様

の
傾
向
を
示
す
も
の
の
、
明
治
～
昭
和
初
期
の
「
差
す
」
は
ど
の
意
味
に

お
い
て
も
現
れ
、
広
い
意
味
で
使
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
こ
と
に
加
え
、『
大

言
海
』
に
お
い
て
『
言
海
』
に
は
現
れ
な
い
「
発
」「
映
」「
擎
」
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
漢
字
表
記
が
柔
軟
で
あ
っ
た
こ
と
の
現
れ
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。CH

J

で
の
調
査
結
果
の
「
刀
を
さ
す
」
の
表
記

が
様
々
あ
っ
た
が
、
様
々
あ
る
の
は
表
記
が
固
定
化
し
て
い
な
か
っ
た
か

ら
だ
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
漢
字
施
策
に
よ
っ
て
使
用
で
き
る
漢
字
が
制
限
さ
れ
た
。
ふ

つ
う
、
漢
字
が
制
限
さ
れ
れ
ば
、
仮
名
で
書
き
あ
ら
わ
す
し
か
な
い
が
、

「
さ
す
」の
場
合
い
ろ
い
ろ
な
意
味
に
広
く
使
え
る「
差
す
」が
存
在
し
た
。

制
限
さ
れ
た
表
記
の
部
分
を
「
差
す
」
が
カ
バ
ー
す
る
形
で
こ
の
表
記
が

広
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
た
。

講　
　

演

　

｢

古
筆
研
究
の
思
い
出｣　

�
 

田
中　
　

登

日
本
は
古
来
書
の
国
で
あ
る
。遠
く
天
平
の
昔
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、

数
々
の
優
れ
た
書
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
が
、
文
学
作
品
が
印
刷

さ
れ
て
世
に
出
回
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
は
人
が
せ
っ
せ
と
手
で
書
き
写
し
た
「
写
本
」
と
い

う
形
で
も
っ
ぱ
ら
世
に
流
通
し
て
い
た
。
こ
の
写
本
で
注
意
す
べ
き
は
、

平
安
時
代
の
貴
族
た
ち
は
、
た
だ
単
に
も
と
の
本
を
正
確
に
写
せ
ば
よ
い

と
考
え
て
い
た
の
で
は
け
っ
し
て
な
く
、
一
巻
の
書
物
、
一
冊
の
本
の
中

に
王
朝
世
界
の
「
み
や
び
」
の
精
神
を
体
現
す
べ
く
、
と
び
き
り
美
し
い

料
紙
に
美
し
い
文
字
で
書
く
こ
と
に
意
を
払
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
た
め
、
美
術
的
に
み
て
も
き
わ
め
て
価
値
の
高
い
写
本
が
た
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く
さ
ん
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
が
、
室
町
時
代
の
後
半
か
ら
江
戸

時
代
に
か
け
て
、
茶
道
の
隆
盛
と
と
も
に
、
古
人
の
筆
跡
を
鑑
賞
す
る
風

が
起
き
る
と
、
そ
う
し
た
美
し
い
本
は
、
愛
好
家
の
求
め
に
応
じ
て
、
次

か
ら
次
へ
と
切
断
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
う
し
て
で
き
た
の
が
古
筆
切
す

な
わ
ち
古
写
本
の
断
簡
で
あ
る
。
か
つ
て
江
戸
時
代
以
前
に
書
写
さ
れ
、

今
日
ま
で
そ
の
完
全
な
姿
を
伝
え
て
い
る
本
も
、
そ
の
数
け
っ
し
て
少
な

く
は
な
い
が
、
実
は
そ
の
何
十
倍
、
い
や
何
百
倍
も
の
本
が
切
ら
れ
、
断

簡
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

本
講
演
で
は
、
過
去
四
十
年
に
及
ぶ
古
筆
調
査
の
中
で
、
出
会
う
こ
と

が
で
き
た
断
簡
の
本
文
研
究
上
の
意
義
を
解
説
す
る
。取
り
上
げ
た
切
は
、

以
下
の
と
お
り
。

一　

伝
世
尊
寺
経
朝
筆
大
四
半
切
（
無
名
和
歌
集
）

二　

伝
寂
蓮
筆
寝
覚
物
語
絵
詞
切

三　

伝
後
光
厳
天
皇
筆
小
六
半
切
（
竹
取
物
語
）

四　

伝
後
鳥
羽
天
皇
筆
玉
藻
切
（
金
葉
集
）

五　

伝
藤
原
為
家
筆
六
半
切
（
公
時
集
）

六　

伝
西
行
筆
六
半
切
（
と
は
ず
が
た
り
）

四
、
平
成
三
十
年
度 

卒
業
論
文
・
修
士
論
文
・
博
士
論
文
題
目

◇
平
成
三
十
年
度 

国
語
国
文
学
専
修
　
卒
業
論
文

〈
国
文
学
〉

赤
司　

瑞
季	

三
島
由
紀
夫
『
肉
体
の
学
校
』
論

	

―
妙
子
の
卒
業
―

麻
畠　

駿
汰	

百
人
一
首
の
恋

石
川　

皓
一	

村
上
春
樹
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
論

	

―
作
品
に
込
め
ら
れ
た
思
い
を
読
み
解
く
―

今
橋　

習
子	

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
和
歌

大
澤　

奈
美	

太
宰
治
『
斜
陽
』
論

	

―
登
場
人
物
の
人
物
像
を
中
心
に
―

大
関　

紀
子	

泉
鏡
花
「
化
鳥
」
論

	

―
「
母
様
」
な
る
も
の
と
は
―

太
田　

健
裕	

『
今
昔
物
語
集
』
巻
二
十
八
に
み
る
「
笑
い
」

岡
本　
　

梓	

『
今
昔
物
語
集
』「
第
二
十
六　

利
仁
将
軍
若
時
従
京
敦
賀

将
行
五
位
語
第
十
七
」
に
つ
い
て

勝
矢　

裕
貴	

『
平
家
物
語
』「
木
曽
最
期
」
に
描
か
れ
る
義
仲
像

亀
井　

淳
史	

和
歌
に
詠
ま
れ
た
「
こ
こ
ろ
の
や
み
」

	
―
そ
の
表
現
と
題
材
―
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川
上　

幸
子	

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
ら
う
た
し
」「
ら
う
た
げ
な
り
」

に
つ
い
て

川
坂　

晏
澄	
末
摘
花
論

	
―
変
わ
ら
な
い
本
質
―

菊
池　

美
里	

嫌
わ
れ
る
男
性
像
に
つ
い
て

	

―
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
三
十
第
一
か
ら
考
察
す
る
―

菊
元　

優
奈	

『
今
昔
物
語
集
』
に
み
る
食
と
欲

岸
田
勝
太
郎	

蹴
鞠
と
サ
ッ
カ
ー

	

―
蹴
鞠
か
ら
見
る
サ
ッ
カ
ー
―

北
河
圭
太
郎	

山
崎
豊
子
『
暖
簾
』
論

	

―
大
阪
商
人
に
つ
い
て
―

木
谷　

和
之	

川
端
康
成
「
虹
」
論

	

―
銀
子
と
〈
美
〉
を
中
心
に
―

北
野　

裕
子	

円
地
文
子
「
女
坂
」
論

	

―
母
と
息
子
の
関
係
性
を
中
心
に
―

越
谷　

朱
音	

福
永
武
彦
『
忘
却
の
河
』
論

	

―
家
族
の
和
解
と
罪
の
意
識
か
ら
の
解
放
―

小
山
真
理
菜	

三
島
由
紀
夫
「
潮
騒
」
論

	

―
「
潮
騒
」
に
お
け
る
幸
福
と
は
―

齋
藤
恵
里
佳	

山
川
方
夫
「
親
し
い
友
人
た
ち
」
論

	

―
恐
怖
を
描
く
シ
ョ
ー
ト
・
シ
ョ
ー
ト
文
学
―

佐
々
木
彩
乃	

宮
本
輝
『
綿
繡
』
論

	

―
変
わ
り
ゆ
く
日
々
を
生
き
る
―

島
岡　

博
香	

『
枕
草
子
』
と
『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
「
雪
」

髙
田
千
香
子	

「
物
の
怪
」
に
な
っ
た
六
条
御
息
所
・「
物
の
怪
」
に
な
ら

な
か
っ
た
弘
徽
殿
の
女
御

髙
橋　
　

葵	

染
殿
后
怪
異
譚
再
考

高
見　

詩
菜	

夕
顔
が
三
位
中
将
の
娘
で
あ
っ
た
理
由

武
田　

奈
々	

太
宰
治
「
ダ
ス
・
ゲ
マ
イ
ネ
」
論

田
中
な
つ
み	

谷
崎
潤
一
郎
『
卍
』
論

	

―
物
語
を
牽
引
す
る
女
性
達
―

田
中　

優
菜	

宮
本
輝
「
避
暑
地
の
猫
」
論

	

―
色
彩
の
変
化
と
主
題
を
め
ぐ
っ
て
―

田
中
理
香
子	

小
川
未
明
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
と
「
赤
い
手
袋
」
論

	

―
「
赤
」
を
通
し
て
伝
え
た
か
っ
た
こ
と
―

玉
木　

雄
介	

夢
野
久
作
『
押
絵
の
奇
蹟
』
論

	

―
〈
と
ま
ど
い
〉
と
〈
奇
蹟
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
〉
―

田
村
菜
々
子	

「
幻
」
巻
に
お
け
る
光
源
氏

辻
本
紀
菜
梨	

太
宰
治
グ
ッ
ド
・
バ
イ
の
考
察

	

―
笑
い
と
の
関
係
性
―

寺
山　

博
一	

音
楽
家
・
源
博
雅
の
生
き
様

	

―
世
間
の
音
楽
の
見
方
―
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中
田　

一
葉	

能
『
道
成
寺
』
研
究

仲
山　

昇
太	

妖
怪
を
探
し
て

中
山　

莉
彩	
太
宰
治
「
千
代
女
」
論

	
―
主
題
か
ら
導
く
タ
イ
ト
ル
に
込
め
ら
れ
た
意
味
―

長
島　

史
歩	

山
東
京
伝
の
作
風
の
変
化

楢
原
圭
一
郎	

横
光
利
一
『
花
花
』
論

	

―
教
訓
性
と
「
真
実
」
に
つ
い
て
―

萩
原　

麻
琴	

『
薄
雲
猫
旧
話
』
に
お
け
る
重
層
的
構
造

	

―
「
お
も
し
ろ
い
」
を
生
み
出
す
仕
掛
け
―

花
井　

隆
伍	

梶
井
基
次
郎
「
あ
る
崖
上
の
感
情
」
論

	

―
窓
と
主
題
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
―

濱
地　

遼
馬	

豆
腐
小
僧
の
特
徴
か
ら
考
え
ら
れ
る
江
戸
時
代
の
妖
怪
の

特
殊
性

早
川　

悠
美	

源
氏
物
語
に
お
け
る
空
蟬
の
存
在
理
由

	

―
空
蟬
が
与
え
た
も
の
―

原
田　

朱
梨	

深
沢
七
郎
『
み
ち
の
く
の
人
形
た
ち
』
論

	

―
「
旦
那
さ
ま
」
と
「
私
」
の
共
通
性
―

東　

か
お
り	

十
返
舎
一
九
の
化
物
草
紙

雛
埜　

優
太	

日
本
古
代
に
お
け
る
金
融
活
動

福
島　

佳
恋	

『
義
経
記
』
に
描
か
れ
る
源
義
経

	

―
ど
う
し
て
彼
は
多
く
の
人
に
愛
さ
れ
た
の
か
―

藤
岡　

健
人	

『
平
家
物
語
』
に
描
か
れ
た
発
心
譚

	

―
文
覚
を
中
心
に
―

前
田　

晏
歌	

六
条
院
と
道
長
邸

	

―
土
御
門
邸
を
中
心
に
―

益
﨑　

成
香	

『
源
氏
物
語
』
に
お
け
る
恋
愛
と
結
婚

	

―
愛
さ
れ
た
女
性
と
そ
の
生
涯
―

松
原　

史
佳	

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
と
『
有
明
の
別
れ
』
に
お
け
る

男
装
の
姫
君
に
つ
い
て

道
家
茉
莉
子	

『
養
生
訓
」』
中
の
「
総
論
」
の
章
に
お
け
る
朱
子
学
性
の

指
摘

光
岡　

虹
翔	

テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
『
お
そ
松
さ
ん
』
資
料
集

宮
島
奈
都
乃	

谷
崎
潤
一
郎
『
猫
と
庄
造
と
二
人
の
お
ん
な
』
論

	

―
私
利
私
欲
を
掻
き
立
て
る
猫
―

妻
鹿　

一
真	

司
馬
遼
太
郎
『
燃
え
よ
剣
』
論

	

―
新
選
組
と
武
士
―

森
川　

和
俊	

霜
多
正
次
「
沖
縄
島
」
論

	

―
無
知
の
闘
争
―

森
山　

彩
花	

伊
勢
う
た
に
つ
い
て
の
考
察

	

―
歌
よ
み
と
し
て
の
伊
勢
―

森
𦚰　

千
晶	

小
野
小
町
の
夢
の
歌
６
首

安
本　

乃
瑚	

平
安
時
代
に
お
け
る
髪
に
つ
い
て
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山
岡　

春
香	

源
氏
物
語
「
紫
と
明
石
」

	

―
桐
壺
の
更
衣
の
願
い
―

秦　
　

広
之	
村
上
春
樹
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
論

	
―
作
中
に
見
ら
れ
る
共
通
点
と
相
違
点
―

藤
本　

茉
里	

道
真
の
菊

〈
国
語
学
〉

池
田　

晴
紀	

オ
ノ
マ
ト
ペ
「
じ
わ
じ
わ
」
の
意
味
拡
張
に
つ
い
て

池
田　

尋
斗	

好
悪
表
現
「
好
き
だ
」
の
対
象
を
示
す
ヲ
格
に
つ
い
て

上
田　

秀
美	

無
助
詞
化
現
象
の
地
域
差
に
つ
い
て

	

―
自
然
談
話
に
お
け
る
格
助
詞
「
ガ
」
を
中
心
と
し
て
―

氏
本　

萌
花	

京
都
中
丹
地
方
方
言
に
お
け
る
テ
ヤ
敬
語
に
つ
い
て

岡
野　

智
彩	

「
ポ
ン
コ
ツ
」
の
意
味
拡
張

景
山　

拓
海	

映
画
『
ロ
ボ
コ
ッ
プ
』
に
お
け
る
ロ
ボ
コ
ッ
プ
の
言
葉
遣

い
の
特
徴
と
変
遷

川
岸
ま
り
な	

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
言
葉
遣
い
と
そ
の
人
物
像
の
関
連
性

古
金
谷
郁
美	

関
西
方
言
話
者
同
士
の
会
話
に
お
け
る
役
割

佐
藤　
　

拓	

同
意
要
求
の
文
末
形
式
「
ク
ナ
イ
」
の
発
達
か
ら
見
る
否

定
疑
問
文
末
形
式
の
類
型
化

末
吉　

勇
貴	

両
方
向
性
の
評
価
的
意
味
が
見
ら
れ
る
程
度
を
表
す
形
容

詞
の
意
味
変
遷
に
つ
い
て

杉
生　

沙
樹	

泉
州
地
域
に
お
け
る
一
段
動
詞
の
ラ
行
五
段
化
に
つ
い
て

髙
木　

咲
季	

品
詞
的
観
点
か
ら
見
る
「
－
み
」
形
の
用
法
の
変
遷

田
坂
百
奈
美	

接
尾
辞
「
ミ
」
の
用
法
拡
張
の
推
移
と
現
状

	

―
社
会
言
語
学
的
観
点
か
ら
見
る
「
新
し
い
ミ
形
」
―

田
嶋　

摩
祐	

学
校
方
言
の
広
が
り
に
つ
い
て

	

―
大
阪
と
和
歌
山
の
使
用
実
態
か
ら
考
察
す
る
―

田
邉　

梨
紗	

指
示
詞
を
由
来
と
す
る
対
称
詞
に
お
け
る
使
用
状
況
の
変

遷

土
田
修
太
朗	

小
池
百
合
子
氏
の
政
治
談
話
に
見
る
発
話
的
特
徴
と
そ
の

効
果
に
つ
い
て

寺
田　

光
希	

異
体
字
の
世
代
別
認
知
度
か
ら
見
る
現
状

土
井　

俊
輔	

文
末
に
付
け
ら
れ
る
「
知
ら
ん
け
ど
」
に
つ
い
て

中
瀨
耕
太
朗	

野
球
に
お
け
る
評
価
言
葉
が
内
包
す
る
意
味
と
役
割

中
田　

麻
理	

自
称
詞
の
使
用
実
態
に
つ
い
て

新
田　

竜
也	

野
田
洋
次
郎
が
つ
く
る
歌
詞
の
表
現
特
有
性

橋
出　

瑞
季	

海
外
ド
ラ
マ
「
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
」
に
見
る
字
幕
・
吹

き
替
え
に
お
け
る
差
異
に
つ
い
て

長
谷
部
修
平	

「
黄
」
の
語
誌

服
部　

優
香	

「
盛
る
」
の
意
味
拡
張
と
使
用
実
態

久
田　

千
夏	

接
客
場
面
に
お
け
る
敬
語
使
用
意
識
と
使
用
実
態
に
つ
い

て
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藤
垣
久
仁
子	

別
れ
の
挨
拶
の
使
用
実
態

堀
部　

拓
実	

飲
食
店
を
題
材
と
し
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
特
有
の
表
現
と

そ
の
効
果
に
つ
い
て

水
ノ
江
日
和	
関
西
方
言
に
お
け
る
「
ち
ゃ
う
ね
ん
」「
ち
ゃ
う
や
ん
」

の
使
用
実
態
と
機
能

	

―
自
己
弁
護
表
現
を
中
心
に
―

湯
川　

誠
人	

『
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
』
か
ら
見
る
大
阪
方
言
の
行
為
指
示

表
現

楊　
　

舒
然	

依
頼
表
現
の
日
中
対
照
研
究
に
つ
い
て

大
西　

恵
里	

大
阪
に
お
け
る
あ
い
づ
ち
の
傾
向
と
特
徴

	

―
話
者
の
役
割
関
係
と
話
題
の
タ
イ
プ
―

兼
高　
　

希	

若
年
層
に
お
け
る
「
大
丈
夫
」
の
使
用
実
態
と
そ
の
性
質

　
◇
二
〇
一
八
年
九
月
期
　
修
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

劉　
　
　

恋	

野
上
弥
生
子
「
迷
路
」
論

	

―
作
者
の
中
国
認
識
を
め
ぐ
っ
て
―

叶　
　

支
亜	

『
万
葉
集
』
に
お
け
る
月
の
諸
相
の
研
究

	

―
『
藝
文
類
聚
』
と
の
比
較
を
中
心
に
―

卓　
　
　

安	

高
橋
和
巳
「
墜
落
」
か
ら
み
る
一
知
識
人
の
悲
劇

	

―
青
木
隆
造
を
中
心
に
―

黎　
　

小
雨	

奈
良
時
代
及
び
嵯
峨
天
皇
時
代
の
日
本
漢
詩
と
中
国
の
漢

詩
文

	

―
唐
太
宗
周
辺
の
詩
作
を
中
心
に
―

〈
国
語
学
〉

山
口　

龍
輝	

語
義
の
変
化
と
社
会

	

―
芸
能
と
メ
デ
ィ
ア
の
変
遷
に
お
け
る
「
い
ち
や
づ
け
」
を
中
心
に
―

　
◇
二
〇
一
九
年
三
月
期
　
修
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

板
野　
　

楓	

遠
藤
周
作
「
砂
の
城
」
論

	

―
リ
ル
ケ
「
ド
ゥ
イ
ノ
の
悲
歌
」
と
の
関
わ
り
を
中
心
に
―

大
西　

春
香	

国
宝
『
信
貴
山
縁
起
絵
巻
』
第
一
巻
「
山
崎
長
者
巻
」
再
考

金
田　

紘
平	

京
伝
読
本
に
お
け
る
様
式
に
つ
い
て

	

―
一
代
記
を
中
心
に
―

周　
　

文
静	

武
田
泰
淳
「
女
帝
遺
書
」
に
み
ら
れ
る
呂
太
后
の
人
間
像

深
川　
　

愛	

椎
名
麟
三
『
邂
逅
』
論

	

―
矛
盾
の
同
時
性
に
つ
い
て
―
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藤
原
み
ず
き	

小
堀
政
一
（
遠
州
）
作
『
辛
酉
紀
行
』
現
存
諸
本
に
関
す

る
研
究

古
川　

真
暉	
『
重
櫛
浮
世
清
談
』
の
研
究

松
室　

重
哉	
「
本
院
侍
従
集
」
の
基
礎
的
問
題
点

三
代
地
春
奈	

源
氏
物
語
に
お
け
る
紫
の
上
の
苦
悩
の
表
現

	

―
若
菜
上
下
巻
の
心
内
語
を
中
心
に
―

村
上　

実
奈	

『
宇
治
拾
遺
物
語
』
に
お
け
る
〈
連
想
の
糸
〉
論
再
考

吉
田　
　

開	

高
師
直
像
の
変
化
に
つ
い
て

	

―
『
太
平
記
』
八
幡
炎
上
を
要
因
と
す
る
考
察
―

吉
田　

拓
也	

石
川
淳
『
六
道
遊
行
』
論

	

―
〈
歴
史
〉
認
識
を
め
ぐ
っ
て
―

〈
国
語
学
〉

中
川　

寛
之	

愛
媛
県
宇
和
島
市
の
方
言
文
末
詞

	

―
「
テ
ヤ
」
の
用
法
変
化
を
中
心
に
―

山
崎　

直
哉	

形
容
詞
「
な
い
」
の
否
認
用
法
の
使
用
実
態

	

― 「
な
い
わ
ー
」
を
中
心
に
─

　
◇
二
〇
一
八
年
九
月
期
　
博
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

蘇　
　
　

洋	

井
上
靖
中
国
関
係
小
説
研
究

	

―
「
楼
蘭
」、「
明
妃
曲
」、「
宦
者
中
行
説
」、「
楊
貴
妃
伝
」、「
孔
子
」

を
め
ぐ
っ
て
―

〈
国
語
学
〉

陳　
　
　

韻	

『
古
事
記
』
に
お
け
る
漢
文
助
辞
の
用
法

	

―
同
訓
異
字
を
中
心
に
―

　
◇
二
〇
一
九
年
三
月
期
　
博
士
（
文
学
）
取
得
論
文

〈
国
文
学
〉

胡　
　

文
海	

芭
蕉
発
句
表
現
論

	

―
中
国
四
言
詩
形
に
よ
る
発
句
美
的
情
緒
の
再
現
―

中
村　

真
理	

俳
諧
に
お
け
る
題
材
と
表
現

	

―
「
季
」
の
意
識
と
「
本
意
」
の
展
開
を
め
ぐ
っ
て
―

〈
国
語
学
〉

山
際　
　

彰	

時
を
表
す
語
彙
の
体
系
的
研
究


